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は商品分類の 1 つである SITC の改訂第 1 版
（SITC-R1）とする。すなわち類別は国連加盟国
ならびに政府間機関の専門家グループにより
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1.1  分類間に共通する導出可能な分類 
 
一般に集合を要素とする集合 S があり、その S
の要素である集合間に関数が定義されているとす
る。Sato［1983］あるいは佐藤［1995］によれば
















X に対して )(,, ZCLXBA ∈ であり、同時に
)(, XCLBA ∈ とすれば、A とB は共にXを基準と







}{ 1 KxxX = 、分類 A と分類 B をそれぞれ n 個
とm個から構成されるカテゴリーのベクトルで表
し }{ 1 naaA = 、 }{ 1 mbbB = とする。X を基準
としたときのX からA、X からB へのそれぞれの
類別関数を一価関数として、 
(1-1)      BXfAXf ba →→ :,:  
とする 2 。類別関数 af によりX とA は対応付け
られており、 
φ≠∈∀= },)(|{ Aaaxfx a  
















})(,)(|{ 211 axfaxfxF aa ===  
とすれば、 
(1-2)         φ=→≠ 121 Faa  
となる。このことは基準となる分類の Xx ∈ に対
して )(xfa はA のすべての要素へ対応し、しかも
同時に 1a と 2a に配分されることはないことを表
わしている。同じように類別関数 bf によりX とB
は対応付けられ、 
φ≠∈∀= },)(|{ Bbbxfx b  
















})(,)(|{ 212 bxfbxfxF bb ===  
とすれば、 
(1-3)         21 bb ≠  → φ=2F  
となり、 Xx ∈ に対して )(xfb は B のすべての要
素へ対応し、しかも同時に 1b と 2b に配分されるこ
とはない。 
  分類AからBの方向に対する対応関係コード表
は、 Aa ∈ と Bb∈ の直積集合の全体として表わさ
れる。その個別の対応関係は BAba ×∈),( となり、
この部分集合をR とするとき、 




きる。分類基準をXとするとき、 Xx ∈ に対して、 









である。A からBへの対応を h として、 

















これらの分類が )(,, XCLGBA ∈ であり、さらに、
一価関数の類別関数を、 
(1-6)             GApa →:  
とする。（1-6）式で表わされた分類Gを分類Aと
B から得られた共通に導出可能な分類（Common 
Derivative: CD）といい、 ),( BACD と表わしてい
る。さらに、 ),( BACD の中で最も詳細な分類をA
とBから得られた共通に導出可能な最も詳細な分
類（FCD）という。すなわち、任意の ),( BACD が
G から得られるならば、この G がA と B の FCD
である。分類G は（1-6）式から ap を明示的に示
すときは、 
(1-7)       GXBAfcd ap⎯→⎯):,(  
と表わす。混乱がなければ ap を省略して、 











1.2  分類基準Xによるグループ化のメカニズム 
 
分類 X,A,B,G が同一分類階層内に存在するとし




算を Xx ∈ を起点に、X→A→X→B→X、として
Xx ∈' に戻ることでおこなう。類別関数において、
1−
af : A→X、については（1-1）式から、 
})(|{)(1 axfxaf aa ==
−  
とする。 Xafa ⊂
− )(1 である。 1−bf : B→X、につ
いても同様である。k回目の閉じた関係を Kk ≤ 、
Xx ∈ に対して )(xQ k として、 










とする。この関係が )()(1 xQxQ kk =+ となるとき、
)(xQk をA とBの）閉じた関係あるいは収束した
関係といい )(* xQ で表し、 ∞→k に対して、 





準をXとしたAとBの閉じた関係である )(* xQ を
明示的に示すときは ):,(* XBAQ と表すことにす
る。 
ある Xx ∈ に対して得られた )(* xQ を )(*1 xQ と
して、 )(*11 xQXX −= とする。ここで、 )(
*
1 xQX −
はXから )(*1 xQ を取り除いて得られる集合であり、
)(*11 xQXX ∪= と表される。 φ=∩ )(*11 xQX で
あることに注意すること。 1Xx ∈ に対して )(
* xQ
を求めて )(*2 xQ とし、 )(
*
212 xQXX −= とする。 
)(*22 xQXX ∪=  )(
*




(1-11)    )()()( *1
*
2
* xQxQxQX L ∪∪∪=   
となる。 )(*1 xQx ∈ に対して、 1Xx ∉ なので、
)(*2 xQx ∉ ,…, )(
* xQx L∉ である。 
同じように、 )(*2 xQx ∈ に対して、 )(
*
3 xQx ∉ ,
…, )(* xQx L∉ である。したがって、L 以下の i,j に
対して、 
(1-12)     )(,)()( ** jixQxQ ji ≠=∩ φ  
となる。 
分類Gに対して、（1-1）式の af と（1-6）式の ap
のそれぞれの類別関数から合成された類別関数を
aax fpp = とする。 xp は一価関数の類別関数であ
り、 
(1-13)            GXpx →:  
とする。（1-13）式で表わされた分類 G はグルー
プの分類となる。グループの分類の要素がL個あ
るとして }{ 1 LggG = とする。 Ggi ∈ に対して、 
(1-14)     },)(|{)(* XxgxpxxQ ixi ∈==  
とする。 )(* xQi は（1-11）式と（1-12）式を満足
することからXを分割することがわかる。この分
割された分類をし )(/ * xQX として表わす。
)(/ * xQX を求めることが A と B のグループ化の
作成過程であり、（1-9）式がグループ化における
繰り返し計算のメカニズムである。 
A と B から得られる FCD の存在は（1-6）式が
その根拠となっているので、（1-13）式から（1-6）
式が導かれることを示す。 )(* xQx i∈ に対して
)(xfa をとれば、 )}(,)(|{
* xQxaxfa ia ∈= となり、
これを iA とする。（1-14）式より、 
ixaaa gxpxfpap === )()()(  
となるので、 Aa ∈ に対して、 





式に対応して、 LAAA ∪∪= 1 、となる。ここ
で、 φ=∩ ji AA である。A は iA により分割され
る。したがって、 GXBAfcd →):,( において、
グループの分類である G は（1-6）式たけではな
く、（1-13）式によっても求めることができる。 
グループ化された分類 A と B の対応関係は、
LiGgi 1, =∈ と Xx ∈ に対して、 










として求められる。 ):,,( XBARi を簡単に )( igR
とする。さらに、本章では所属するグループ ig に
対して、（1-15）式を簡単に iR と表すこともある。














わち、m と nが共に 1である。このタイプではグ
ループに含まれる対応する対応関係の個数は 1個
である。 
（２）対応関係のタイプ 2はA とB が 1対多の対
応関係であり、 1>m に対して n は 1 である。こ
のグループに含まれる対応関係の個数はBに含ま
れる分類コードの個数の nに等しい。 
（３）対応関係のタイプ 3はA とBが多対 1の対




応関係であり、 1>m であり同時に 1>n である。
このタイプのグループに含まれる対応関係の個数
について特に決まったパターンは存在しない。 



















=)(/ * xQX )()( **1 xQxQ L∪∪  
に対応したグループが、 LGGG ∪∪= 1 であり
同時に、 )(, jiGG ji ≠=∩ φ である。グループの
i 番目である iG の切断の要素の集まりを )0(iG で
表すことにする。このグループから切断の要素を
取り除いた )0(ii GG − に対してグループ化をおこ
ないサブグループを作る。 in 個のサブグループが
作成されたとしてそれらを inj 1= に対して
)()( jG si とする。グループ iG は、 






i nGG ∪∪  
と表わされ、 )0(ii GG − は )(
)( jG si により分割さ
れる。ここで、 
φ=∩ )()( )()( kGjG sisi ,  ( kj ≠ ) 
である。 
サブグループがグループから切断の要素を取り 




図１ 分類X を基準とした分類A とB から得られる分類Gの GXBAfcd ap⎯→⎯):,( の関係 
 
 分類G  ⎯⎯← ap  分類A ⎯⎯← af  分類X ⎯→⎯ bf  分類B 対応関係 
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（出所）著者作成 
（注）分類Ｘ,A,B,Gが同一分類階層内に存在するとき、分類AとBの対応において分類基準をXとしたときの類別
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1.5  対応関係におけるグループ化の例 
 
分類基準Xによる対応関係のグループ化の具体
例として、X を },,{ 81 xx  とする。X を基準とし
た分類A とB から得られるFCD を分類G とする
















とき、異なった結果となる },{ 41 xx を得る。この
ことは得られた関係はまだ収束していない状態に
あることを意味している。 



















X の },{ 41 xx から始まってもう一度 X に戻ったと
き、異なった結果となる },,,{ 5421 xxxx を得る。こ
のことは得られた関係はまだ収束していない状態
にあることを意味している。さらに、 ,,,{ 421 xxx  



















となる。X の },,,{ 5421 xxxx から始まってもう一度
X に戻ったとき、 },,{ 51 xx  を得るため、この関





















X の },,{ 51 xx  から始まって },,{ 51 xx  で終わっ
ているので、この状態で収束したことになる。こ
の段階で繰り返しの計算を中止する。この繰り返
しは kが 4で収束し、 














と表される。ここで得られた },,{ 51 xx  を分類 G
の要素 1g へ対応させる。すなわち、基準となる分
類のX から分類Gへの類別関数 xp により、 
132151 },,{},,{ gaaaxx aa
pf
⎯→⎯⎯→⎯  
となる。以上により Gg ∈1 に対して、基準となる
分類の X から分類 G への類別関数 xp で定義され
たFCDの条件を満足する },,{)( 51
*
1 xxxQ = が求
められる。 





要がある。 3x 、 4x 、 5x を起点としても、（1-9）
式のグループ化のメカニズムを通して同じ結果で
ある（1-16）式が求められる。 
X の起点を 6x とすることにより、Xにおいて新
たなグループの },{ 76 xx が得られる。これは、 





2 xxxQ = が求められる。また、
φ=∩ )()( *2*1 xQxQ であり、 )()( *2*1 xQxQX ∪= と
なることから、（1-11）式で示されたように、 )(*1 xQ




グループの 1g は =)(
*
1 xQ },,{ 51 xx  であり、 1x に
対して、 ),())(),(( 1111 baxfxf ba = となる。同じよ
う に 、 52=i の と き の ix に 対 し て









である。 ):,,( XBARi を簡単に )( igR とすること
もある。以上をまとめると、A とB の対応関係は
))(),(( ibia xfxf で求められる。グループ 1g は対
応関係のタイプ 4a であり、対応関係は ),( 11 ba 、




),( 22 ba 、 ),( 33 ba 、 ),( 12 ba 、 ),( 23 ba から構成さ
れる。グループ 2g は対応関係のタイプ 3 であり、
対応関係は ),( 44 ba 、 ),( 45 ba である。、グループ
3g は対応関係のタイプ 1であり、 ),( 56 ba から構
成される。 




おいて in はグループ ig に属する分類コードの個
数を表している。 1n と 2n については 3 と 2 とな
る。B についても同様であり、 1m と 2m について




























例えば A は SITC-R1 であり B は SITC-R2 のよ
うな商品分類となり、両者の対応関係コード表は


















価関数で定義された（1-1）式の af と bf をベクト
ル値関数である ah と bh に置き換え、 
(2-1)       ACha →: , BChb →:  
とする。（1-1）式では af について（1-2）式が満た
され、 Xx ∈ に対する )(xfa が複数個に配分され
ることはないのに対して、 ah は Cc ∈ に対する
)(cha は複数個の要素に配分されることを可能と
する。すなわち、 ah は 1 つの Cc ∈ に対して n個
の Aaa n ∈}{ 1 が対応しているときには、
}{)( 1 na aach = と表される。 bh についても同様
に複数個に配分可能とする。分類基準Cにおける、
AとB の対応関係のグループ化のメカニズムは繰
り返し演算を Cc ∈ を起点に、C→A→C→B→Cと 
  
185
図 3   分類Cを基準とした分類A とB から得られる分類Gの GCBAfcd ap⎯→⎯):,( の関係 
 
 分類G  ⎯⎯← ap  分類A ⎯⎯← af  分類C ⎯→⎯ bf  分類B 対応関係 
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（出所）著者作成 
（注）分類C,A,B,G が同一分類階層内に存在するとしたとき、分類AとBの対応において分類Cを基準としてベク
トル値の類別関数を ACha →: 、 BChb →: 、さらに、一価関数の類別関数を GApa →: としている。本図は






して Cc ∈' に戻ることでおこなう。A と B の閉じ
た対応関係は（1-9）式を適用し、 










により、 ∞→k として )(* cQ を求めることで可能
となる。（1-10）式において )(* xQ を ):,(* XBAQ
とおいたのと同じように )(* cQ は ):,(* CBAQ で
ある。この繰り返しの回数は高々C の要素の数に
一致する。分類Gは、（1-13）式に準拠して、 





したがって、 cp は一価関数の類別関数である 
5 。
また、（1-8）式に準拠させれば、 




φ=∩ )()( ** cQcQ ji , )( ji ≠  
であり、 
)()( **1 cQcQC L∪∪=   
となる。したがって、Cは )(/ * cQC となり、 )(* cQ
によりL個に分割される。 
分類Cを基準としたときのグループ化されたA
とBの対応関係は、 Cc ∈ に対して、 










として得られる。 ):,,( CBARi を簡単に )( igR と
する。分類A とB対応関係は（1-15）式が Xx ∈
に対して ))(),(( xfxf ba であるの比べて、（2-5）式
が Cc ∈ に対して、 ))()(( chch ba × となっているこ
とに注意する必要がある。 
 





基本的には図 1 に基づいて作成されている。図 1
と違うところは、 ix を ic と置き換え、ベクトル値
関数である類別関数を利用して、 },{)( 311 bbchb = 、




},{)( 322 aacha = となるように配分構造を持って
いることである。図 3の 1c と 2c において波線で示
されている対応関係が図 1と異なっている個所で
ある。 
グループ化の方法として Gg ∈1 を例にする。図














C の 1c から始まってもう一度 C に戻ったとき、








































と表される。ここで得られた },,{ 51 cc  を分類 G
の要素 1g へ対応させる。すなわち、基準となる分
類のCから分類Gへの類別関数 cp により、 
151 },,{ gcc c
p
⎯→⎯  
となる。以上により Gg ∈1 に対して、基準となる
分類の C から分類G への類別関数 cp で定義され
たFCD の条件を満足する },,{)( 51
*
1 cccQ = が求
められる。 
C の起点を 6c とすることにより、Cにおいて新
たなグループの },{ 76 cc が得られ、 =)(
*
2 cQ  
},{ 76 cc が求められる。起点を 8c とすることによ
り、C において新たなグループの }{ 8c が得られ、
=)(*3 cQ }{ 8c が求められる。また、 )(
*







の 1g は =)(
*
1 cQ },,{ 51 cc  であり、 1c に対して、 
)},(),,{()}()({ 211111 babachch ba =×  
となる。同じように、 52=i のときの ic に対し











である。 2c と 5c から同じ対応関係の（ 3a , 2b ）が
得られていることに注意する必要がある。すなわ










であり、 5c については、 =× )}()({ 55 chch ba  
)},{( 23 ba である。両者に ),( 33 ba が含まれている。
図 3 において、 5c から得られた ),( 33 ba について
は既に同じものが存在するので省略している。グ
ループの 2g と 3g についても図 3 から同じように
対応関係が求められる。A とB の対応関係におい
て、グループの 1g は対応関係のタイプ 4a、グル











A を起点とした k回目の繰り返し計算を、 
  
187












て、ベクトル値関数の類別関数として 1−= ab ffh
とおけば、 











となる。ここで、 BAh →: との対応関係が定義
できるが、（2-7）式は（1-5）式において示した h
と同じ内容を示している。分類X が存在しないと












繰り返し計算のための（2-5）式を 1−= ab ffh と
置き換えれば、k 回目の繰り返しで得られる A と
B の閉じた関係は、 
















* である。 Ggi ∈ に対して、 
})(|{)(* AagapaaQ iai ∈==  
とすれば、 
φ=∩ )()( ** aQaQ ji ,  )( ji ≠  
となる。したがって、Aは )(* aQ でL 個に分割さ
れ、 
)()( **1 aQaQA L∪∪=   
で表わされ、 )(/ * aQA となる。分類 G は A と B
の FCD であるが、分類基準 X が存在しないので
その変わりにφ とおけば、 













とする。ここで、 1−= abhhh とおけば、h はベク
トル値の類別関数であり、（2-7）式において af を
















として得られる。 ):,,( φBARi を簡単に )( igR とす




2.4  対応関係コード表の基本モデル 
 
分類基準の存在しない分類 1A と 2A の対応関係
のグループ化における例として、 1A を SITC-R2、
2A を SITC-R3 としたときの対応関係コード表の
基本モデルを取り上げる。この対応関係コード表
は SITC-R2 における分類コード数の 1,832 と
SITC-R3のそれの 3,121が対応している。SITC-R2
からSITC-R3方向に対する対応関係のタイプのグ 




表 1  SITC-R2（ 1A ）とSITC-R3（ 2A ）のグループ化された対応関係コード表（基本モデル）の例 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
Gi     j  t    1A       2A   A1-f  A2-f  A1-Q  A2-Q          Gi     j  t   1A       2A    A1-f  A2-f  A1-Q A2-Q 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
： 
0112  1 2  08193   08151   3  1   167  321 
0112  1 2  08193   08152   3  1   167  322 
0112  1 2  08193   08153   3  1   167  323 
0113  1 1  08194   08194   1  1   168  324 
0114  1 4a 08111   08111   1  2   149  301 
0114  1 4a 08119   08111   4  2   151  301 
0114  1 4a 08119   08119   4  1   151  304 
0114  1 4a 08119   08199   4  2   151  326 
0114  1 4a 08119   0986    4  3   151  339 * 
0114  1 4a 08199   08195   2  1   169  325 
0114  1 4a 08199   08199   2  2   169  326 
0114  1 4a 09806   0986    1  3   178  339 
0114  1 4a 2924    29241   4  1   383  615 
0114  1 4a 2924    29242   4  1   383  616 
0114  1 4a 2924    29249   4  1   383  617 
0114  1 4a 2924    29297   4  2   383  632 
0114  1 4a 29298   0986    3  3   392  339 ** 
0114  1 4a 29298   29297   3  2   392  632 
0114  1 4a 29298   29299   3  1   392  633 
： 
0126  1 3  12111   1211    1  2   192  359 
0126  1 3  12119   1211    1  2   193  359 
： 
0131  1 4b 2111    21111   3  2   200  367 
0131  1 4b 2111    21112   3  2   200  368 
0131  1 4b 2111    21113   3  1   200  369 
0131  1 4b 2112    21111   3  2   201  367 
0131  1 4b 2112    21112   3  2   201  368 





（注） 1A はSITC-R2、 2A はSITC-R3 を表わしている。、 )( jGi ：グループおよびサブグループを表し、 iG はグル
ープの一連番号、j はそのサブグループの一連番号である。t はグループあるいはサブグループの対応関係のタイプ
を表す。 1A は分類 1A の分類コード、 2A は分類 2A の分類コードを表す。 fA −1 は 1A 分類コードの頻度、 fA −2 は





図 4  SITC-R2 とSITC-R3の対応関係コード表における商品グループ0114 の対応関係（タイプ4b） 
 
)( jGi  Description of kA  kA   1+kA Description of 1+kA  
)1(114G  Sweetened forage, feeds nes 08199  08195 Dog, cat food for retail sale 
    08199 Animal food preparations 
 Vegitable products for animal 08119  08119 Vegitable products for animal
 Cereal strow and hunks 08111  08111 Cereal strow and hunks 
      
)2(114G  Natural yeast 09806  0986 Yeasts 
           
)3(114G  Vegitable products, nes 29298  29299 Vegitable materials nes 
    29297 Sea weeds and other algae 
    29241 Liquorice roots 
    29242 Ginseng roots 
 Plants used in pharmacy nes 2924  29249 Oth.plants used in pharmacy 
（出所）表 1におけるグループ番号が 0114のSITC-R2 とSITC-R3の対応関係コード表に基づき著者作成。 
（注） kA は SITC-R2、 1+kA は SITC-R3 を表している。Description of kA は kA の内容を示している。 )( jGi は




ループ数はタイプ 1が 356、タイプ 2 が22、タイ
プ 3 が 250、タイプ 4aが 29、タイプ 4bが 41の合
計 1,669 個から構成されている。また、対応関係
のタイプの個数はタイプ1が356、タイプ2が49、
タイプ 3 が 923、タイプ 4a が 186、タイプ 4b が
3,805 の合計 5,319個から構成されている。 








（１） )( jGi はグループおよびサブグループを表
し、 iG はグループの一連番号、j はそのサブグル
ープの一連番号である。基本モデルの対応関係で
はサブグループは存在しないので、グループ化さ
れた jはすべて 1となっている。 
（２）t はサブグループの対応関係のタイプを表
す。 
（３） 1A は分類 1A の分類コード、 2A は分類 2A の
分類コードを表す。 
（４） fA
−1 は 1A の分類コードの頻度、 fA −2 は 2A
の分類コードの頻度を表す。 
（５） QA
−1 は 1A 内で分類コードを昇順に並べた
ときの一連番号、 QA
−2 ： 2A 内で分類コードを昇
順に並べたときの一連番号を表す。 
表 1 において、影で示されている 1A の要素の
｛08111｝を起点とすれば、この起点を含むグルー
プは（2-7）式のグループ化のメカニズムにおいて
A を 1A 、B を 2A と置き換えることにより、 1A →
2A → 1A の繰り返し計算により求めることができ
る。結果は、 Ggi ∈ に対して、 
=)08111(*iQ {08111,08119,08199,09806, 
     2924,29298} 
となる。表 1では ig は｛0114｝として示されてい
るので、 ap は、{08111,08119,…,29298}→{0114}
となるように決められたことになる。また、グル
ープ化された 1A と 2A の対応関係は（2-9）式より
求められ、 1Aa ∈ に対して、 ))(,( aha となる。表
1 からわかるように、aが｛08111｝のときは、 )(ah
は｛08111｝であるので、対応関係は（08111,08111）
となる。。aが｛08119｝のときは、 )(ah は｛08111, 
08119,08199,0986｝となり、4個の要素が存在する。
対応関係は、（08119,08111）、（08119,08119）、（08119, 
08199）、（08119,0986）となる。表 1において 1A の
08111 に対応する A1-f は 4、 2A の 08111、08119、




SITC-R2である 1A が 08111、08119、08199、09806、
2924、29298 となる 6 個の分類コードと SITC-R3
である 2A が 08111、08119、08195、08199、0986、
29241、29242、29249、29297、29299となる 10個
の分類コードから構成さ、その対応関係はタイプ
は 4a となる。グループが 0114 である対応関係の
個数は 15 である。表 1において対応関係のタイプ
1 であるグループは 0113、タイプ 2は 0112、タイ
プ 3 は 0126、タイプ4b は0131である。 
グループ 0114 で表わされる対応関係の基本モ
デルを図示したのが図 4 である。この図において




に置き換え、j をすべて 1 に置き換えたのがグル
ープの 0114 である。この図からSITC-R2の 08119
がSITC-R3の 08199、08119、08111、0986に対応
しているのを見ることができ、前者の対応関係の




で決められる。対応関係のタイプ 1とタイプ 3以 




表 2  SITC-R2 とSITC-R3における対応関係の数の多い順に並べられた商品グループ 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
Gi     j  t    A1-n   A2-n   m           Gi     j  t   A1-n   A2-n   m            Gi     j  t   A1-n   A2-n   m 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
0950  1 4b  525 1014 2850 
0604  1 4b   44  112  391 
0898  1 4b   54   36  270 
0378  1 4b   11   34   45 
0212  1 4b   17   23   44 
0063  1 4a   18   21   38 
0729  1 4b    6   27   35 
0703  1 4a   10   19   28 
0661  1 4a    6   22   27 
0649  1 4b    2   17   24 
0765  1 4a    5   20   24 
0556  1 4b    9    9   18 
0740  1 4b    6   10   18 
0832  1 2     1   18   18 
0914  1 4b    3   12   16 
0114  1 4a    6   10   15 
0158  1 4b    6    4   15 
0809  1 4b    4    8   14 
0783  1 4b    4    8   12 
0023  1 4a    2   10   11 
0824  1 4b    3    5   11 
0024  1 2     1   10   10 
0708   1 4a   4    6    9 
0863   1 2    1    9    9 
： 
0985  1 2     1    2    2 
0988  1 2     1    2    2 
0989  1 2     1    2    2 
0990  1 2     1    2    2 
0997  1 2     1    2    2 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
（出所）著者作成。 
（注） 1A は SITC-R2、 2A は SITC-R3 を表わしている。、 )( jGi と t は表 1 に同じ。A1-n は分類 1A の分類コードの
数、A2-nは分類 2A の分類コードの数、mは対応関係の数を表す。本表はmの大きい順に並べられている 
 
表 3  SITC-R2（ 1A ）とSITC-R3（ 2A ）のグループ化された対応関係コード表（切断モデル）の例 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
Gi     j  t    1A       2A    A1-f  A2-f  A1-Q  A2-Q         Gi     j  t   1A       2A     A1-f  A2-f  A1-Q A2-Q 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
(1)  切断モデル No.1 
 
0114  0 0  08119   0986    0  0    1    2 * 
0114  0 0  29298   0986    0  0    3    2 ** 
0114  1 4a 08111   08111   1  2    1    1 
0114  1 4a 08119   08111   3  2    2    1 
0114  1 4a 08119   08119   3  1    2    2 
0114  1 4a 08119   08199   3  2    2    4 
0114  1 4a 08199   08195   2  1    3    3 
0114  1 4a 08199   08199   2  2    3    4 
0114  2 1  09806   0986    1  1    4    5 
0114  3 4a 2924    29241   4  1    5    6 
0114  3 4a 2924    29242   4  1    5    7 
0114  3 4a 2924    29249   4  1    5    8 
0114  3 4a 2924    29297   4  2    5    9 
0114  3 4a 29298   29297   2  2    6    9 
0114  3 4a 29298   29299   2  1    6   10 
 
(2)  切断モデル No.2 
 
0114  0 0  29298   0986    0  0    2    1 ** 
0114  1 4a 08111   0811    1  2    1    1 
0114  1 4a 08119   0811    4  2    2    1 
0114  1 4a 08119   08119   4  1    2    2 
0114  1 4a 08119   08199   4  2    2    4 
0114  1 4a 08119   0986    4  2    2    5 * 
0114  1 4a 08199   08195   2  1    3    3 
0114  1 4a 08199   08199   2  2    3    4 
0114  1 4a 09806   0986    1  2    4    5 
0114  2 4a 2924    29241   4  1    5    6 
0114  2 4a 2924    29242   4  1    5    7 
0114  2 4a 2924    29249   4  1    5    8 
0114  2 4a 2924    29297   4  2    5    9 
0114  2 4a 29298   29297   2  2    6    9 
0114  2 4a 29298   29299   2  1    6   10 
 
(3)  切断モデル No.3 
 
0114  0 0  08119   0986    0  0    1    2 * 
0114  1 4a 08111   0811    1  2    1    1 
0114  1 4a 08119   0811    4  2    2    1 
0114  1 4a 08119   08119   4  1    2    2 
0114  1 4a 08119   08199   4  2    2    4 
0114  1 4a 08119   0986    4  2    2    5 
0114  1 4a 08199   08195   2  1    3    3 
0114  1 4a 08199   08199   2  2    3    4 
0114  2 4a 29298   0986    1  2    6    5 ** 
0114  2 4a 09806   0986    1  2    4    5 
0114  2 4a 2924    29241   4  1    5    6 
0114  2 4a 2924    29242   4  1    5    7 
0114  2 4a 2924    29249   4  1    5    8 
0114  2 4a 2924    29297   4  2    5    9 
0114  2 4a 29298   29297   2  2    6    9 







−1 は SITC-R2 である 1A 分類コー
ドの個数、 nA
−2 はSITC-R3である 2A の分類コー






































で示されている 1A の08119と 2A の0986の対応関
係（* が付いている）、 1A の 29298 と 2A の 0986
の対応関係（** が付いている）である。切断モデ
ルの作成はこの 2 つの対応関係における項目 j の
1 を 0 に置き換える。これを入力データとして
ClcVP7.pliを実行すれば表3 にある（1）の対応関
係コード表の切断モデル No.1 が求められる 7 。
この切断モデルは 3つのサブグループから構成さ
れている。この表において項目 j が 0 のところは
切断の要素である。項目 j が 1 のところは第 1 番
目のサブグループであり、対応関係のタイプ 4a
となっている。項目 j が 2 のところは第 2 のサブ
グループ、j が 3 は第 3 のサブグループであり、
それぞれ対応関係はタイプ1 とタイプ 4a である。 

























図5  分類基準 2A において 1G と 2G を考慮したときの 1A と 3A の対応関係のグループ化 
 
2G  ⎯⎯← 1p  1A  
⎯⎯←
−1
2h  2A  ⎯→⎯ 3h  3A  ⎯→⎯ 3
p   3G  ⎯→⎯ 3
q     3CG  
  ●  ……( 221 ):,( GAAfcd →φ )……  ●  
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       )3(3g  
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             )3(2ξ  
 
       )3(3ξ  
（出所）著者作成 













1A と 2A が対応関係コード表として存在している
とき、 1A と 2A の間の対応関係コード表のグルー
プ化は可能であり、同じように 2A と 3A が対応関
係コード表として存在しているとき 2A と 3A のそ
れのグループ化も可能である。両者のグループ化
された対応関係コード表において、共通に存在す









する 1A , 2A , 3A における対応関係コード表の連結
といい、簡単に 1A , 2A , 3A の対応関係コード表の
連結という。さらに、 2A を基準として直接的には
関係がないかもしれない 1A と 3A のグループ化さ
れた対応関係コード表も作成できる。 
一般的な分類基準を 2A としたときの 1A と 3A
のグループ化された対応関係コード表のメカニズ
ムが図 4に示されている。この図は一般的な分類
基準である C の FCD のメカニズムを示した図 2
において、C を 2A 、Bを 1A 、Aを 3A 、G を 3CG
に置き換えたものである。ベクトル値関数である
類別関数を、 
(3-1)            kkk AAh →−1:  
とする。（3-1）式は（2-1）式を置き換えたもので
ある。繰り返し計算は 2A を起点に、 2A → 1A → 2A























3A → 3CG となる類別関数が必要である。（1-6）
式に準拠して、FCD作成のときの一価関数である
類別関数を、 
(3-3)           kkk GAp →:  
とすれば、 33 GA → となる 3p が得られる。また、
一価関数の類別関数を、 
(3-4)           kkk CGGq →:  
とすれば、 33 CGG → となる 3q が得られる。
*
kp を
kp と kq の合成関数として、 
(3-5)      kkkkk CGApqp →= :)(
*  
とする。 *3p は一価関数の類別関数であり、
→3A 3CG となる。したがって、 1A , 2A , 3A によ
り連結された対応関係コード表は 3CG によりグ
ループ化される。 3CG の要素の数を 3n 、 31 ni =
に対して、 2Ac ∈ と 3





ii chpccQ ξ==  
と表わされ、（1-12）式より、 φ=∩ )()( ** cQcQ ji , 
)( ji ≠ となり、 2A は )(
* cQ で分割され、 
=)(/ *2 cQA )()(
**
1 3 cQcQ n∪∪  
で表わされる。分類規準を 2A とした 1A と 3A の
FCD である 3CG は（2-3）式から、 
(3-6)       3231 ):,( CGAAAfcd →  
と表わされる。 
 
3.1  分類基準を 2A とした 2G と 3G のグループ化 
 
分類規準の存在しない 1A と 2A の対応関係コー
ド表と分類規準の存在しない 2A と 3A の対応関係
コード表が存在し、そのFCDをそれぞれ 2G と 3G
とする。図 4 はこの両者のFCD 作成のメカニズム
を共通に存在する 2A を基にして組み合わせて作
成したものである。 
1A と 2A の対応関係コード表のグループ化のメ
カニズムは図 5において、●…（ :,( 21 AAfcd  )φ
→ 2G ）…●、の付いている個所でに示されてい

















る。（3-3）式より、 2G は、 222 : GAp → から求





* φφ AAQAAQ =  
なので、 2p の代わりに 211 : GAp → から求めてい
る 8 。 2A は ):,( 21
* φAAQ により分割される。し
たがって、分類規準の存在しない 1A と 2A から得
られるFCDは、 
(3-8)        ):,( 21 φAAfcd → 2G  
となる。 
同じように（3-1）式の類別関数を利用すること 
により、 2A と 3A の対応関係のグループ化のメカ
ニズムが求められ、図 5 において、○…
（ ):,( 32 φAAfcd → 3G ）…○、の付いている個所
に示されている。繰り返し計算は 2A を起点に、 2A
→ 3A → 2A 、により 2A へ戻ることでおこなう。k
回目の繰り返し計算は、 














束する。グループ 3G は（3-3）式より、 :3p  
33 GA → で求められる。 2A は ):,( 32
* φAAQ で分
割される。したがって、分類規準の存在しない 2A
と 3A から得られるFCDは、 
(3-10)        ):,( 32 φAAfcd → 3G  
となる。 
次に、一般的な分類基準の 2A から 2G と 3G の




FCD を求める。 2A から 2G と 3G の対応関係のグ
ループ化のメカニズムは図5 に示されている。 2A
から 2G への類別関数は（3-3）式である。しかし、




として、 212 GAA →→ の合成関数として求めて
いる。 2A から 3G への類別関数は図 5 より 2A →
3A → 3G の合成関数として求められ、 )( 33 hp とな
る。一般的な分類基準 2A から 2G と 3G へのそれ
ぞれベクトル値である類別関数が定義できるので、




21 :)(,:)( GAhpGAhp →→
−  
とする。 2A を分類基準とする 2G と 3G の対応関
係のグループ化のメカニズムは図 5に示されてい
るように、繰り返し計算は 2A を起点に、 2A → 2G
→ 2A → 3G → 2A により 2A へ戻ることでおこなう
ことができる。k回目の繰り返し計算は、 








= hpphhpphh  
とすれば、 2', Acc ∈ に対して、 





* AGGQ で収束し、 2A は ):,( 232
* AGGQ
により分割される。すなわち、一般的な分類基準
を 2A とした 2G と 3G のFCD は、 







3.2  分類基準のない 1A , 2A , 3A のグループ化 
 
一般的な分類基準を 2A とした 1A と 3A の FCD
のメカニズムより求められた ):,( 231
* AAAQ と、




式の *3CG は一致することを示す。（3-3）式の kp は、
kAA ⊂
* に対して、 **1 )( AApp kk =
− となり、
kGg ∈ に対して ggpp kk =









* AA ⊂ とすれば、
1
*1



































































ない 1A と 2A の対応関係コード表と 2A と 3A の対
応関係コード表が準備されているとき、共通に存
在する 2A を基にして 1A , 2A , 3A を連結すること
は可能である。この式が（3-6）式である。さらに、
両対応関係コード表のグループ化された分類 2G







3.3  1A , 2A , 3A の連結とグループ化 
 
共通に存在する分類 2A に対する 1A , 2A , 3A の
対応関係の連結は、分類基準のX あるいはCが存








以下、 1A , 2A , 3A の対応関係における連結のた
めの処理過程である。 
［１］分類 1A と 2A のグループ化はφ を分類規準
として、 1A と 2A から得られた FCD を 2G として
求める。このFCDは（3-8）式で表わされる。 
［２］分類 2A と 3A のグループ化はφ を分類規準
として、 2A と 3A から得られた FCD を 3G として
求める。このFCDは（3-10）式で表わされる。 
［３］ 2CG を 2G とする。 






［５］グループ 3CG の作成には 2A → 3A → 3CG と
なる類別関数の（3-5）式を利用して求める。 
［６］ 1A , 2A , 3A の対応関係コード表は（3-15）式
より求められる。 
  対応関係における連結のための処理過程の［4］
において、 2A を基準とする 2CG と 3G の対応関係
は、 31 ni = に対して 3)3( CGi ∈ξ 、 2Ac ∈ として、

















プ 1A , 2A , 3A の対応関係は（2-5）式に準拠して求
められ、 ii RAAAAR =):,,( 2321 とすれば、 
















さらに、連結されグループ化された 1A , 2A , 3A
の対応関係コード表の中から取り出した 1A と 3A
の対応関係は、 ii RAAAR =):,( 231 とすれば、 
















（3-16）式は（3-15）式から 2A の要素を取り除く 
ことで求められる。この対応関係コード表はグル
ープ化はされていないので、グループ化は、この
対応関係コード表の 1A と 3A の対応関係を利用し
て、 1331 ):,( CGAAfcd →φ で求められ、その分類
コードは 13CG となる。 
 
3.4  連結された 1A , 2A , 3A のグループ化の例 
 





3CG と対応する ):,( 221
* AGGQ は同値であるこ
とを示す。図 5 に分類基準を 2A としたときの 1A
と 3A 、 2G と 3G のそれぞれの対応関係のグルー
プ化のメカニズムが示されている。 






















∈== ξ  
となる。というのは、 3A については、 
},,{},)(|{ 3213
)3(
13 bbbAbbhb =∈= ξ  
であり、この 3A の部分集合に対応する 2A を求め
れば、 
)(}),,,()(|{ *123213 cQAcbbbcpc =∈=  
となるからである。同じようにすれば、 )3(2ξ と )3(3ξ
に対して、 },{)( 76
*
2 cccQ = と }{)( 8
*
3 ccQ = が求め







2 cQcQcQcQA ∪∪=  
となることが示される。 
次に、 ):,( 232
* AGGQ を求める。 :,( 32
* GGQ  




** cQ とする。（3-8）式の 2G については、
図 5 において、●…（ ):,( 21 φAAfcd → 2G ）…●、
の付いている部分から求められ、 ),1({ 22 gG =  
)}5(, 2g となる。類別関数の 222 : GAp → は、
{ 1c }は )1(2g 、{ 52 ,, cc  }は )2(2g 、{ }6c }は
)3(2g 、{ 7c }は )4(2g 、{ 8c }は )5(2g に対応する
ことで得られる。（3-10）式の 3G については、図
5 において、○…（ ):,( 32 φAAfcd → 3G ）…○、
の付いている部分から求められ、 ),1({ 33 gG =  
)}3(),2( 33 gg となる。類別関数の 3233 : GAhp →
は、{ 431 ,, ccc }は )1(3g 、{ 52 ,cc }は )2(3g 、




33 CGCG = なので、
3
)3(



















となる。これは )(**1 cQ に一致する。同じようにし
て、 )3(2ξ と )3(3ξ に対して、 },{)( 76**2 cccQ = と
}{)( 8
**
3 ccQ = がそれぞれ得られる。すなわち、















* ):,( QQQAGGQ ∪∪=  
は一致する。 
分類基準を 2A としたときに連結されたグルー
プ 1A , 2A , 3A の対応関係は（3-15）式から求められ
る。グループが )3(1ξ のときは、 }{)( 51*1 cccQ = な






















となる。同じようにして残りの 543 ,, ccc に対して
それぞれ計算すれば、 ),,( 333 bca 、 ),,( 142 bca 、











れ、グループ化された 1A , 2A , 3A の対応関係コー
ド表が求められる。 
1A , 2A , 3A の対応関係コード表の中から取り出
した 1A と 3A の対応関係コード表は、（3-15）式か
ら 2A の要素を取り除くことで求められる。したが
って、 1c に対して ),( 11 ba 、 ),( 31 ba 、 2c に対して、
),( 22 ba 、 ),( 23 ba となる。同様にして得られたす
べての対応関係の中から重複しているものを取り
除くことで 1A と 3A の対応関係コード表が求めら
れる。グループ化は、 1A と 3A の対応関係を利用
して、 1331 ):,( CGAAfcd →φ で求められ、その分
類は 13CG となる。このグループ化された 1A と 3A
の対応関係コード表は図 3 において、分類 A,C,B
を 1A , 2A , 3A と置き換えることで求められる。
,,{ 2113 ggCG = }3g とすれば、 1g に属する対応関
係は 6 個あり、 ),( 11 ba , ),( 31 ba , ),( 22 ba , ),( 12 ba , 
),( 23 ba , ),( 33 ba である。 2g に属する対応関係は 2
個あり、 ),( 44 ba 、 ),( 45 ba 、 3g に属する対応関
係は ),( 56 ba となる。 
 
4．対応関係コード表における一般化 
   された連結 
 
対応関係のグループ化における連結方法として
野田［2010］は分類 2A を基準とした 1A , 2A , 3A の
対応関係の連結方法を拡張してグループの連結に
おける一般化を漸化式として導いている。これに
よれば、分類 1A , 2A , 1, +nA が n+1 種類あり、
nk 1= に対して分類規準の存在しない kA と
1+kA の対応関係コード表が存在する。そのとき、
kA → 1+kA をベクトル値の類別関数として（3-1） 
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（注） kCGCG →→2 ,が作成されたときの一般的な k に対する 1+kCG 作成過程である。 1+kCG は
11 ):,( ++ → kkk GAAfcd φ と 11 ):,( ++ → kkkk CGAGCGfcd から作成される。基準となる kA に基づいて、
):,( 1 kkk AGCGfcd − → kCG が作成される。 
 
 














式で表わし、 11 ++ → kk CGA を（3-5）式で表わす
ことにする。 kA と 1+kA の対応関係コード表が存
在するので、分類規準の存在しない両者のFCDは、 
(4-1)      ):,( 1 φ+kk AAfcd → 1+kG  






k を 1 とおき、 ):,( 21 φAAfcd → 2G とする。 
［２］ 22 GCG = とする。 
［３］ nk 2= に対して、 1A , 2A , kA, を連結
した kCG が得られているとする。分類基準の存在
しない kA と 1+kA の対応関係は存在するので、
（4-1）式からFCD の 1+kG を求める。これでグル
ープ化に必要となる kCG 、 1+kG と基準となる kA
が揃ったことになる。 
［４］連結の基準となる分類 kA に基づいて
1−kCG と kG のグループ化をおこなう。この FCD
は（3-14）式の一般化であり、 




（4-2）式の 1+nCG が求める 1A , 2A , 1, +nA の連結
されたグループの分類である。 
［６］連結された 1+nCG は（3-5）式の類別関数に
より 1+kA → 1+kG → 1+kCG となる対応付けをおこ
なう。 
 1A , 2A , kA,  





 1A , 2A , kA,  
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  これらの処理過程の漸化式は図 6にまとめられ
ている。この図では、 1A , 2A , kA, を連結した
kCG が得られており、グループ化された kA と
1+kA の FCD である 1+kG が存在することを示して
いる。波線の枠で囲まれている kA は kCG と kG に
対して共通する分類基準である。この kA を分類
基準とすることにより、（4-2）式により kCG と
1+kG のFCD である 1+kCG が作成される。 
 
4.1  1+kCG の作成方法における改訂版 
 
  本節では野田［2010］に対して 1+kCG の作成方
法の改訂版を紹介する。野田［2010］の方法は
1+kCG の作成において、連結の基準となる分類
kA に基づいて kCG と 1+kG のグループ化をおこ
ない、（4-2）式でFCD を求めている。この方法を
1+kCG の作成の旧版とする。グループ化のための
類別関数は一価関数である（3-5）式の * 1+kp を利用
して、 1+kA → 1+kG → 1+kCG と対応付けをしている。
この対応は一価関数を利用しているため、 1+kG を
経由せずに直接 1+kA → 1+kCG と対応させても両
者に違いは生じない。本節における 1+kCG の作成
方法の改訂版は直接 1+kA → 1+kCG を対応させて
グループ化をおこなっており、そこが旧版との違
いである。すなわち、（4-2）式に代わって、分類
基準を kA としたときの kCG と 1+kA のグループ化
を、 
(4-3)       ):,( 1 kkk AACGfcd + → 1+kCG  
としてFCDを求めていることである。グループ化
のために必要な、 1+kA → 1+kCG 、となる対応は類
別関数として、 
(4-4)           1
**
1 : ++ kk Ap → 1+kCG  
を利用する。この関数は一価関数である。ここで









k を 1 とおき、 ):,( 21 φAAfcd → 2G とする。 
［２］ 22 GCG = とする。 
［３］ nk 2= に対して、 1A , 2A , kA, を連結
した kCG が得られているとする。また、分類基準
の存在しない kA と 1+kA の対応関係コード表は存
在するとする。連結の基準となる分類 kA に基づ
いて kCG と 1+kA のグループ化をおこなう。この両




1+nCG が求める 1A , 2A , 1, +nA の連結されたグル
ープの分類である。 
［５］連結された 1+nCG は（4-4）式の類別関数に
より 1+kA → 1+kCG となる対応付けをおこなうこ
とで求められる。 
  この改訂版における処理過程の漸化式は図 6に
まとめられている。 1A , 2A , kA, を連結した kCG
が得られているときに、 kA と 1+kA の対応関係コ
ード表が存在すれば、（4-3）式より、共通に存在
する kA を分類基基準とした kCG と 1+kA の FCD
である 1+nCG が作成される。波線の枠で囲まれて
いる kA は kCG 、 kA と 1+kA の対応関係コード表に
対する共通の分類基準であることを示している。 






i CGξ と kk Ar ∈ に対して、
:( 11 +ki AAR   ik RA =) とすれば、 























また、（4-5）式において kA を基準としたときの 1A
… 1+kA の対応関係としているが、分類基準の  
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図 8  分類 1A  … 5A における連結された対応関係コード表 
 












  1c  
  2c  
  3c  
  4c  
  5c  
  6c  
  7c  
  8c  
 
 
  1b  





  5b  
























図 9  2CG 作成のメカニズム： ):,( 121 AACGfcd → 2CG  
 
1CG   1A  ⎯→⎯ 2h  2A  ⎯→⎯
**














( 1CG = 1A ) 




















       )1(2g   
)2(
1ξ  





( 2CG = 2G ) 
        
       )3(2g   
)2(
3ξ  
       )4(2g   
)2(
4ξ  
       )5(2g   
)2(
5ξ  
   ),( 11 ca  
   ),( 22 ca  
   ),( 42 ca  
   ),( 23 ca  
   ),( 33 ca  
   ),( 53 ca  
   ),( 64 ca  
   ),( 75 ca  
   ),( 86 ca  
（出所）図 4に基づき著者作成。 










4.2  一般化された連結とグループ化の例 
 
  対応関係コード表の一般化された連結の例とし
て 1A から 5A までの分類を対象とする。 41=k
に対して、分類基準の存在しない kA と 1+kA の対
応関係コード表は存在するものとする。図 8にお
いて 1A と 2A の対応関係コード表、…、 4A と 5A の
対応関係コード表を連続させて表している。図 3
における分類 A,C,B はそれぞれ図 8 のそれの
1A , 2A , 3A に対応している。ただし、図 8 では実
際の対応関係コード表に存在するように、対応す
る分類コードが途中で途切れてしまうことを想定
して、図 3では存在していた 2A の 4c と 3A の 1b の
間、 2A の 7c と 3A の 4b の間の 2カ所を切断してい
る。また、 4A の 3d と 5d の両者についてはこれ以
上の接続は存在しないことにしている。さらに、
新規の分類コードが出現することもあるのでその
ことも想定して、 3A の 5b と 4A の 4d はそれ以前 
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図 10  3CG 作成のメカニズム： ):,( 232 AACGfcd → 3CG  
 
 2CG   2A  ⎯→⎯ 3h  3A  ⎯→⎯
**
3p   3CG      対応関係 
  )2(1ξ  






  )2(3ξ  )2(
4ξ  
  )2(5ξ  

























       )3(1ξ  






       )3(2ξ  
       )3(3ξ  
       )3(4ξ  
 ),,( 111 bca  
 ),,( 311 bca  
 ),,( 222 bca  
 ),,( 42 •ca  
 ),,( 223 bca  
 ),,( 333 bca  
 ),,( 253 bca  
 ),,( 464 bca  
 ),,( 75 •ca  
 ),,( 586 bca  
（出所）図 9に同じ。 
（注）図 9と同じであるが、01と 02は対応しる分類コードがが存在しないときに付ける仮の分類コード、波線はそ







図 11  4CG 作成のメカニズム： ):,( 343 AACGfcd → 4CG  
 
 3CG   3A  ⎯→⎯ 4h  4A  ⎯→⎯
**
4p   4CG       対応関係 
  )3(1ξ  
   
 
 
  )3(2ξ  
  01 
)3(
3ξ  
  )3(4ξ  
   
 
 
 1b  
 2b  
 3b  
 01 
 4b  
 5b  
 02 











         )4(1ξ  
        
 
 
         )4(2ξ  
 
         )4(3ξ  
         )4(4ξ  
 ),,,( 1111 dbca  
 ),,,( 3311 dbca  
   : 
 ),,,( 2253 dbca  
 ),,,( 5464 dbca  
 ),,,( 55 db••  
 ),,,( 75 ••ca  










準の存在しない 1A と 2A のグループ化を求める式
となる。この処理過程は図9 に示されている。図
9 より、 )}5(,),1({ 222 ggG = が得られる。この




なっている。図 9の 2CG 作成のメカニズムに示さ
れているように、すべてに i について、
)(2
)2( igi =ξ として、 },,{ )2(5)2(12 ξξ =CG が得ら
れる。 
改訂版における処理過程の［3］において kが 2




2A に対して、 2A → 2CG となる類別関数も存在し
ていることをまず確認することである。図 10 は
3CG を作成する処理過程の改訂版の方法を示し
ている。図 10において、 2A → 3A と 2A → 2CG に
対する類別関数のそれぞれの存在を確認できる。
したがって、 3A と 2CG の対応関係が得られ、
（4-3）式より 3CG を作成することができる。図
10 より、 ,,{ )3(13 ξ=CG  })3(4ξ  が求められる。
グループ化において、（4-4）式の **3p より 3A →
3CG に対して直接類別関数により対応付けをし
ている。すなわち、その対応関係は｛ 01,,, 321 bbb ｝
→ )3(1ξ 、｛ 4b ｝→ )3(2ξ 、｛02｝→ )3(3ξ 、｛ 5b ｝→ )3(4ξ
である 10 。 
技術的なことになるが、図 10 の分類 3A におけ
る分類コードの 01 と 02 について説明する。表 8
において、 2A の 4c と 7c には対応する 3A の分類コ
ードは存在しない。存在しない分類コードとして
表 8 では「空白」でそれを示している。しかし、
これでは 2A の 4c と 7c に 3A の空白がそれぞれ対
応することになり、両者は空白を経由して同一グ
ループに所属することになる。このような状態を
避けるためには、空白であっても 4c と 7c に対応す
るものは異なっていなければならない。そのため、
表 10では、前者を「 4c が対応する空白」、後者を
「 7c が対応する空白」と識別するために、 3A の







のときは 4CG 作成である。この処理過程は図 11
に示されている。 4CG の作成については 3CG 、 3A
と 4A の対応関係コード表が存在し、グループ化の
分類基準となる 3A に対して、 3A → 3CG となる類
別関数も存在も確認することができる。（4-3）式
より 4CG が作成される。技術的な説明になるが、





る。また、 3A の 5b は新規に生じた分類コードで
ある。以前の分類コードが存在しないため、対応
する 3CG の分類コードとして空白ではない仮の
分類コードの 01 に対応させている。 5CG につい
ても同様の方法により作成される。 
 
4.3  連結されグループ化された対応関係の例 
 
分類基準を kA とした 1A … 1+kA の連結され、グ
ループ化された対応関係において、連結されたグ






して、連結された対応関係を :( 11 +ki AAR   
ik RA =) とすれば、この対応関係は（4-5）式で求
めらることができる。例えば、k=1とすれば、（4-5）




12 ξξ =CG なので、最初に )2(1ξ に対し
















22 crpr == ξ である。要素の }{ 1c に
対して、 == })(|{ 1121 crhr }{ 1a となる。したがっ
て、グループ )2(1ξ の対応関係は、 ),( 111 caR = と
なる。 












である。 )2(2ξ に対する 2r についての集合を求めれ
ば、 




22 ccccrpr == ξ  
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である。この中の }{ 2c に対して、 =)(|{ 121 rhr  











に対しては、 =)(|{ 121 rhr }{} 33 ac = となり、 
2333321 ),(}{}{)( Rcacarr ⊂=×=×  
となる。（4-6）式のすべての要素に対して対応関
係を求めれば、図 9の対応関係の項に示されてい








13 ξξ =CG なので、最初に )3(1ξ に対して











krrhrrrR kkk  
である。 )3(1ξ に対する 3r についての集合を求めれ
ば、 




33 bbbrpr == ξ  
である。この中の要素の }{ 1b に対して、 2r につい
ての集合を求めれば、 == })(|{ 1232 brhr },{ 41 cc
となる。さらに、図 9を利用してこの中の要素の
}{ 1c に対して、 1r についての集合を求めれば、
=)(|{ 121 rhr =}1c }{ 1a となる。すなわち、
1111 ),,( Rbca ∈ である。 
次に、対応関係の存在しないときに仮の分類コ
ードとして設定している01に対しする対応関係
を求める。（4-7）式において 01に対する 2r の集合
を求めれば、 == }"01")(|{ 232 rhr }{ 4c となる。分
類コードが 01であることを "01" で示している。
図 9 を利用してこの中の要素の }{ 4c に対して、 1r
の集合を求めれば、 )(|{ 121 rhr = =}4c  }{ 2a とな
る。すなわち、 142 )01,,( Rca ∈ が求められる。01
を空白を表わす•で置き換えることにすれば、
142 ),,( Rca ∈• となる。同じようにして、 3CG に
おけるグループ )3(1ξ の対応関係は、図 10に影を付
けて示されているように 7個存在し、 
)},,(,),,,(),,,{( 2533111111 bcabcaccaR =  
として求められる。 3CG における残りのグループ
の )3(2ξ と )3(3ξ の対応関係についても図 10に示さ
れている通りである。 









4.4  連結された対応関係の表示方法 
 







る。表 4の（1）における )2(2ξ はタイプ 4aの例で
あり、 2a は 2c と 4c に配分されている。このとき









係を直接的に並べるのではなく、 1−kA と kA を対 
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表 4  分類 1A  … 5A における連結され、グループ化された対応関係コード表（連結の表示タイプ 1） 
 
CG Q  ),,,,( 54321 AAAAA          CG Q  ),,,,( 54321 AAAAA          CG Q  ),,,,( 54321 AAAAA  
(1) 21, AA の対応関係 




 1   ),( 11 ca  
)2(
2ξ  
 1   ),( 22 ca  
 2   ),( 42 ca  
 3   ),( 23 ca  
 4   ),( 33 ca  
 5   ),( 53 ca  
)2(
3ξ  
 1   ),( 64 ca  
)2(
4ξ  
 1   ),( 75 ca  
)2(
5ξ  
 1   ),( 86 ca  
 
(2) 321 ,, AAA の対応関係 




 1   ),,( 111 bca  
 2   ),,( 311 bca  
 3   ),,( 222 bca  
 4   ),,( 42 •ca  
 5   ),,( 223 bca  
 6   ),,( 333 bca  
 7   ),,( 253 bca  
)3(
2ξ  
 1   ),,( 464 bca  
)3(
3ξ  
 2   ),,( 75 •ca  
)3(
4ξ  
 1   ),,( 686 bca  
 
(3) 4321 ,,, AAAA の対応関係 




 1   ),,,( 1111 dbca  
 2   ),,,( 3311 dbca  
 3   ),,,( 1222 dbca  
 4   ),,,( 2222 dbca  
 5   ),,,( 42 ••ca  
 6   ),,,( 1223 dbca  
 7   ),,,( 2223 dbca  
 8   ),,,( 3333 dbca  
 9   ),,,( 1253 dbca  
10   ),,,( 2253 dbca  
)4(
2ξ  
 1   ),,,( 5464 dbca  
 2   ),,,( 55 db••  
)4(
3ξ  
 1   ),,,( 75 ••ca  
)4(
4ξ  
 1   ),,,( 6586 dbca  
 
(4) 521 ,,, AAA  の対応関係 




 1   ),,,,( 24 ed•••  
 2   ),,,,( 11111 edbca  
 3   ),,,,( 3311 •dbca  
 4   ),,,,( 11222 edbca  
 5   ),,,,( 22222 edbca  
 6   ),,,,( 42 •••ca  
 7   ),,,,( 11223 edbca  
 8   ),,,,( 22223 edbca  
 9   ),,,,( 3333 •dbca  
10   ),,,,( 11253 edbca  
11   ),,,,( 22253 edbca  
)5(
2ξ  
 1   ),,,,( 55 ••• db  
 2   ),,,,( 5464 •dbca  
)5(
3ξ  
 1   ),,,,( 75 •••ca  
)5(
4ξ  




（注）CG は連結された分類コード、Q は CG における一連番号である。、 ),,( 51 AA  は 1A から 5A までの連結さ









によれば、表 4 の（4）にある )5(4ξ では対応関係は
,,,( 686 bca ,6d )4e のように表わされる。連結の表
示タイプ 2の方法はこの対応関係を（ 1A , 2A ）…
（ 4A , 5A ）に分けてそれぞれ連結されている分類
コードでつなげていくのである。 1A と 2A の対応
関係は ),( 86 ca 、 2A と 3A の対応関係は ),( 68 bc で
ある。両者の対応関係は 2A の 8c を通して連結さ
れており、 ),,( 686 bca となる。この対の関係を 4A




表 4 の（4）で示されている 1A  … 5A の対応関
係を連結の表示タイプ2で示したのが表5である。
Mは対となる対応関係コード表を識別するのに使
用される。 1A と 2A の対応関係コード表を表すと
きは12となる。 kG は（4-1）式で表わされる。t  
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表 5  分類 1A  … 5A における連結され、グループ化された対応関係コード表（連結の表示タイプ 2） 
 




12  g2(1) 
12  g2(2) 
12  g2(2) 
12  g2(2) 
12  g2(2) 
12  g2(2) 
@ 
23  g3(1) 
23  g3(1) 
23  g3(1) 
23  g3(2) 
23  g3(2) 
23  g3(3) 
@ 
34  g4(1) 





















a1   c1
a2   c2
a2   c4
a3   c2
a3   c3
a3   c5
 
c1   b1
c1   b3
c3   b3
c2   b2
c5   b2 
c4   •  
 
b1   d1 
























































b2   d2
b3   d3
•    d4 
 
d1   e1 
d2   e2 
d4   e2 




a4   c6 
 
c6   b4 
•    b5 
 
b4   d5 




















45  g4(4) 
 
)5(
3ξ   
 
12  g2(4) 
@ 
23  g3(4) 
 
)5(
4ξ   
 
12  g2(5) 
@ 
23  g3(4) 
@ 
34  g4(4) 
@ 
























a5   c7 
 




a6   c8 
 
c8   b6 
 
b6   d6 
 






















表のタイプ、 1−kA と kA はMで識別された対応関係コード表における対となる分類コードである。aは 1−kA の頻度
を表す fA k −− )1( 、b は kA の頻度を表す fAk− である。
)(k





は対応関係コード表のタイプである。 1−kA と kA
は M で識別された対応関係コード表における対
となる分類コードである。M が 12のときは k は2
となり、 1A と 2A の対応関係コード表となる。a




表 4 の（4）にある )5(2ξ には ),,,,( 55 ••• db となる
対応関係が存在しており、連結された表示タイプ
1 で示されている。これは 3A に初めて 5b が表れ、
4A の 5d と対応関係にあったが、 5A になって消滅
してしまった状態を表している。この対応関係は
連結の表示タイプ 2では、以下のようにして表示
される。Mが 12である 2A と 3A を対応関係では前
者の分類コードは存在せず、後者の 5b のみが存在
するのでの ),( 5b• となる。対応関係の存在してい
る 3A と 4A を表すMが34のところが ),( 55 db とな
る。M が45である 4A と 5A を対応関係では前者の
分類コードは 5d であり、後者にはそれが存在しな
いので ),( 5 •d となる。連結はこの3 つの対応関係
を組み合わせて表示される。 2A と 3A の対応関係
コード表には両者の分類コードが共に存在すると
きのみ対応関係としているので、 ),( 5b• となる対
応関係は含まれていない。 4A と 5A を対応関係コ









また、表 4の（4）では )5(3ξ は ,( 5a ),,,7 •••c とな
る対応関係が存在している。これは 1A の 5a と 2A
の 7c と対応関係にあったが、 3A になって消滅し
てしまった状態を表している。この関係は表 5で
は対応関係が存在しているM が 12のところに





















係は 4 つのタイプに分けることができ、タイプ 1
は分類Aと分類Bの個別分類コードが1対1に対
応する関係であり、タイプ 2 は 1 対多、タイプ 3






k を 1 とおき、 ):,( 21 φAAfcd → 2G とする。 
［２］ 22 GCG = とする。 
［３］ nk 2= に対して、 1A , 2A , kA, を連結
した kCG が得られているとする。また、分類基準
の存在しない kA と 1+kA の対応関係コード表は存
在するとする。連結の基準となる分類 kA に基づ
いて kCG と 1+kA のグループ化をおこない、（4-3）
式より 1+kCG が求められる。 
［４］k=n となるまで［3］から［4］までの処理
過程を繰り返す。k=n となったときの（4-3）式の
1+nCG が求める 1A , 2A , 1, +nA の連結されたグル
ープの分類である。 
処理過程の［3］における分類 kA にもとづいた
























1  WCO は関税協力理事会（Customs Co-operation 
Council：CCC）が最近使用しているworking nameであ





2  佐藤［1995］によれば、分類X と Yはデータベー
ス内の分類階層内に定義されているものとする。こ
の時、X と Y の違いを識別できるような分類 B を同
じ分類階層内に見い出すことができるものと仮定す
る。BからXへの類別関数を f、Bから Y への類別関
数を g とする。この f と g より、Q*が計算でき、こ
れを元に FCD の条件を満足するような分類 Z と、X



























5  )(cpc が一価関数の類別関数であることを示す。あ
る Cc ∈1 に対して、 )( 1
* cQ は n 個の要素から構成さ





= nccccQ  とする。 )(cpc は
)( 1
* cQc ∈ に対して、１つの ig を対応させることで定
義され、 ic gcp =)( となる。したがって、 ji gg ≠ の
とき、 φ=== })(,)(|{ jcic gcpgcpc である。すな
わち、 )(cpc は同時に複数個の値を持つことはないこ
とから一価関数であることが示される。。 












7  注 6を参照すること。 









とき得られた ):,(* BABQ はBを分割し、 
GAABQpb →):,(:
*  
により FCD が求められる。したがって、G の作成にお
いてグループ化のための類別関数は ap と ap のどちら
でも構わない。 
9     }{},)(|{ 1
*
nkk aaAagapaA =∈==  
とするとき、 kAA ⊂
* に対して、 **1 )( AApp kk =
− と
なり、 kGg ∈ に対して ggpp kk =
− )(1 となることを
示す。 kGg ∈ に対して、（3-3）式より、
*A は、 
(a.1)             *1 )( Agpk =
−  
と表わすことができる。（1）の両辺に左から kp を乗じ
れば、 gaapAp nkk == })({)( 1
*  となり、 
(a.2)              gApk =)(
*  
が求められる。（a.2）式のg を（a.1）式へ代入すれば、
**1 )( AApp kk =
− となる。（a.1）式の *A を（a.2）式
へ代入すれば、 ggpp kk =
− )(1 となる。 
10  改訂版の kCG 作成方法は（4-4）式を利用して 3A →
3CG となるように類別関数を対応付けしている。それ
に対して旧版である野田［2010］では（4-2）式を利用




3G → 3CG となるように 2 段階の類別関数により対応
付けをしている。すなわち、最初は、｛ 01,, 31 bb ｝→
)1(3g 、｛ 2b ｝→ )1(2g であり、2段階目は、 )1(3g →
)3(





3 Bbbbbpb == ξ  
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